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全体説明・ワークショップの進め方
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■柏原駅東地区のまちづくりについて
■第５回ワークショップの振り返り
■ R７年11月社会実験の様子
■ R７年トライアルサウンディングの様子
■施策の方向性（案）
■今後の産学官連携による取組について
■ワークショップってなにをする？
■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ
■本日のワークショップの進め方〈ワーク〉
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■みんなが将来像を共有し協働でまちづくりを行うための指針を策定
<テーマ>
都市のにぎわいとうるおいを活かしたまちづくり

■柏原駅東地区のまちづくりについて
まちづくり基本構想



社会実験（案） トライアルサウンディング（案）
●駅周辺のエリア
・クールスポットを設ける
●JR柏原駅構内２階コンコース
・市民のつどい情報や・ボランティア募集の
チラシを置く

・市民の意見を広く集めるアンケート
・ピアノやバンド演奏
・コーヒースタンドの設置
・イスを置く
・まち歩き拠点にする
●JR柏原駅西口１階(旧市民サービスコー
ナー)

・観光案内所及び柏原の名産品の販売（亀の
瀬関連など）

・スタンプラリー
●西口駐輪場臨時駐車場・駐輪場
・万博大屋根リングのリユース品として木の
おもちゃづくりをする

●駅周辺のエリア
・「よつまちイルミネーション」の展示
・軽食が食べられるようにイスを設置する
・日にちを限定して軽飲食店を出店する
・カフェ、マルシェ、チラシ配り
●JR柏原駅構内２階コンコース
・写真展やフォトコンテスト
・本屋（古本も）、イベント開催しない日は
配架棚程度とする

・立体アートギャラリー
・コンサートやレッスン
●JR柏原駅西口１階(旧市民サービスコーナー)
・かしわら芸術祭の展示会場
・観光案内所及び柏原の名産品の販売（亀の
瀬関連など）

・スタンプラリー
●西口駐輪場臨時駐車場・駐輪場
・無料で休憩できるスペースの設置
・パフォーマンスする場所として活用する
・こども広場
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■第５回WSの振り返り
JR柏原駅
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■第５回WSの振り返り
上市法善寺線歩道併設広場

社会実験（案） 社会実験（案）
●上市法善寺線歩道併設広場
・壁画アートをする
・両面通行を一方通行にする
・キッチンカーでのイベントを行いたい。
・漫才をする
・過去に何回か漫才を発表する機会があり、
喜んでいただけたのがとても嬉しかった。

●清州上市線
・八尾市の「お逮夜市」
・毎月定例で音楽・ダンスフォーマンス
・万博で使用していた竹のベンチを設置も
しくは制作する。

清州上市線等の道路空間
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■第５回WSの振り返り
長瀬川・アクアロードかしわら

社会実験（案） トライアルサウンディング（案）
●アクアロードかしわらのどこかで
・川側へ張り出した空間を設けて、テント
を張る（森感のあるもの）

・ベンチや簡易遊具を設置でくつろぎの場
へ

・河内木綿ゆかたを着て提灯を持ち、河内
音頭を踊る

・川床を設置してにぎわいを生む
・天王寺公園エントランスエリア「てんし
ば」のように小さな屋台が連なるように
する

●親水テラス
・テントなどの屋根のあるものを設置する
・映像を壁に映す、やわらかい灯りを設置
する

・音楽をかける

●アクアロードかしわらのどこかで
・「よつまちイルミネーション」の展示
・軽食が食べられるようにイスを設置する
・日にちを限定して（スポットで）軽飲食
店を出店する

・アート体験（光る作品を作る）
●あずまや
・ラジオっぽく収録（柏原の人の声集め）



■第５回WSの振り返り
柏原駅周辺地域

社会実験（案） トライアル
サウンディング（案）

●柏原駅周辺のどこかで
・イベントの目玉ワークショップ
●柏原市民文化センター・上市公園
・市外の通過する人々の足止めできるスペースをつくる
・柵の撤去
・ママ友（子育て世代）の交流の場
・3階を共有の場に
●（旧）ハローワーク
・歩道と車道間の植え込みが荒れっぱなしなので、整備する
●大県本郷線
・芸術祭の活動にて市主導で市民に使いやすいように
●その他
・柏原駅東側周辺の開発により近鉄堅下駅を高架橋へ
・バリアフリー化やトイレの改修
・SNS（インスタ）、TikTokライブ
・アゼリアとマンション用のオープンモールで建物の際に
しっかりした植栽を設置

・ベンチやコーヒースタンドを設置

●柏原駅周辺のどこかで
・子ども広場
●柏原市民文化センター
・バル
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■ R７年度社会実験・トライアルサウンディング実施場所
全体図

清州上市線

（市）上市法善寺線
歩道併設広場

清州
フェス

+1

社会実験

JR柏原駅構内
２階コンコースJR柏原駅西口１階

(旧市民サービスコーナー)

トライアル
サウンディング

西口駐輪場臨時
駐車場・駐輪場

柏原駅

社会実験

トライアル
サウンディング

社会実験 実施場所
・JR柏原駅構内２階コンコース
・清州上市線 道路空間

トライアルサウンディング 実施場所
・JR柏原駅構内２階コンコース
・JR柏原駅西口１階

(旧市民サービスコーナー)
・西口駐輪場臨時駐車場・駐輪場
・（市）上市法善寺線歩道併設広場



社会実験名称：「清州フェス+1（柏原駅周辺まちづくり社会実験）」

■ 2025年11月16日日曜日（10:00~16:00）に開催

■ 柏原駅東地区まちづくり実行委員会企画の『清州フェス+１ 』
と協働で開催

■ 柏原駅東口～スーパーヤオヒコ柏原店までの道路空間を歩行者天国
にすることにより沿道利活用の試行と共に、キッチンカー・マル
シェ・屋台によるにぎわいの創出を検証
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■ R７年度11月 清州フェス+1×社会実験について

※調査員による撮影



■ R７年度11月 清州フェス+1×社会実験について
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※調査員による撮影

お店を見ている

食事をしている
会話をしている

食事をしている
景色を眺めている

食事をしている

景色を眺めている にぎわいがある

周りを見ながら歩いている

立ち話をしている

食事をしている

食事をしている
会話をしている

立ち話をしている

休憩している

自転車を降りて
歩いている



社会実験名称：「JR柏原駅構内２階コンコースにおける情報発信と
憩いの場」

■ 2025年11月4日火曜日～同年12月25日木曜日に実施

■ ガーデンテーブル＆チェアや地域の情報が集まるパンフレット
ラックを設置と併せて、トライアル・サウンディング参加によ
る民間事業者が隣接にて試験利用を実施

■ 行政の情報発信・交流の場として、駅前や駅周辺の未利用空間
の将来的な整備・活用に向けた判断材料を収集
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■ R７年度11月 清州フェス+1×社会実験について

※調査員による撮影

スマホ操作

情報の閲覧 情報の閲覧
休憩

スマホ操作



お菓子の販売 お菓子やレトロ雑貨の販売 駅の伝言板

ワークショップの開催 お弁当の販売 珈琲及びお菓子の販売

実施場所：JR柏原駅構内２階コンコース

■ 2025年11月4日火曜日～同年12月25日木曜日に実施

■ フィナンシェの販売、お弁当の販売、珈琲及びお菓子の販売、
アロマWS、米粉菓子販売、レトロ雑貨の販売

■ R７年度トライアルサウンディングの結果
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※調査員の撮影並びに事業者からの提供写真



珈琲の販売 旅行会社・地場物産品の代理販売 珈琲及びお菓子の販売

観光案内所・地元産品の販売 出店時の外観

実施場所： JR柏原駅西口１階（旧市民サービスコーナー）

■ 2025年11月4日火曜日～同年12月25日木曜日に実施

■ 芸術作品の展示、観光案内所及び地場物産品の代理販売、
珈琲及びお菓子の販売、かしわらもんの販売等

■ R７年度トライアルサウンディングの結果
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※調査員の撮影並びに事業者からの提供写真

物販



キッチンカーの出店 お弁当予約販売の告知 車の展示

本棚 夜間の様子 プレイパーク

実施場所：西口駐輪場臨時駐車場・駐輪場

■ 2025年11月4日火曜日～同年12月25日木曜日に実施

■ 露店・キッチンカーの出店、プレイパーク等

■ R７年度トライアルサウンディングの結果
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※調査員の撮影並びに事業者からの提供写真



実施場所：上市法善寺線歩道併設広場

■ 2025年11月4日火曜日～同年12月25日木曜日に実施

■ キッチンカーによる菓子・軽飲食等の販売、ベンチ・テーブル等
施設の設置

■ R７年度トライアルサウンディングの結果
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キッチンカーの出店 ストリートのライトアップ キッチンカーの出店と
ライトアップ

伝言板 キッチンカーの出店と
ベンチ・テーブル

ステージでの漫才
※当日雨天のため中止

※調査員の撮影並びに事業者からの提供写真
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まちづくりの整備方針

道
路
・
交
通
整
備

道
路
・
交
通
整
備

道
路
・交
通
整
備

駅前の交通結節拠点の機能強化 ---①
■鉄道とバス、タクシー、送迎車等の乗り換えの利便性や安全性の向上を図るため、駅前広場や駅へのアクセ
ス道路の整備を図ります。

■持続可能な公共交通機能の確保を目指して、交通結節機能の充実、地域の公共交通の利便性向上を図ります。
安全で快適な道路環境整備 ---②
■多くの人や交通が集中する駅周辺の道路においては、ユニバーサルデザインの視点に立ち、誰もが安全で快
適に利用できる道路環境の形成を目指します。

■柏原駅東口や商店街へのアクセスとなる踏切の安全対策を図ります。
■歩きやすい道路に向けた歩行空間の確保や交通安全性の向上を図ります。
道路ネットワークの構築 ---③
■都市計画道路の整備を進め、既存の道路ネットワークの強化を図ります
■駅周辺の交通利便性の向上を目指し、新たな道路網の検討を行います。

に
ぎ
わ
い
空
間
の
整
備
方
針

にぎわい拠点の整備 ---①
■柏原駅東口の駅前広場は、人が集うことができる空間形成を目指します。
■柏原市民文化センターについては、耐震化・長寿命化整備に合わせ、市民交流が可能な立ち寄りやすいオー
プンな施設を目指します。

■柏原駅と堅下駅の乗り換え動線をゆとりある歩行空間に整備することにより、通過型から滞在型の道路空間
への転換を検討します。

中心市街地の活性化 ---②
■地区内の滞留・回遊性の向上を図り、駅前からつながる地域に密着した商店街等の活性化を図ります。
■柏原駅東側と西側のエリアが一体となった中心拠点の形成に向け、東西市街地の連携強化を見据えたまちづ
くりを推進します。

公民連携・地域主体のまちづくり ---③
■地域主体のまちづくりに向け、地域のまちづくり活動の支援を図ります。
■公民連携・地域住民が主体となったエリアマネジメントの普及促進を図るため、まちづくりワークショップ
の開催など、住民の意見を尊重したまちづくりを推進します。

住
環
境
整
備
の
方
針

良好な住環境の形成 ---①
■空き家・空き地等の利活用を促進するともに住宅ストックの耐震化や防災空間の確保を推進し、誰もが安全
で快適に暮らせる住環境の維持・向上に努めます。

■駅前空間の整備に合わせ、駅周辺の歩道の美装化や無電柱化の検討を行います。
■都市緑化の向上を図るため、道路や公園等の公共空間における緑化の創出に努めます。
水辺空間などを生かした環境整備 ---②
■上市公園については、市民文化センターとの一体的な整備による快適な空間整備に取り組みます。
■長瀬川の環境整備、美しい景観形成に向け、既存施設の改修や休憩スポットの設置、植栽の検討のほか、イ
ベントの開催などを検討します。

地域コミュニティの活性化 ---③
■地域の自主的な活動などを通じて、住民の結びつきを促進し、人々の交流や日常生活を支える充実したコ
ミュニティの形成を促進します。

1.JR柏原駅東口駅前拠点の整備①②③①①

2.まちに開いたにぎわい拠点の形成①③①②③

3.教育・文化芸術拠点の形成③③

4.拠点を結ぶ道路・歩行空間の整備②③①

5.長瀬川水辺環境の整備②③②③

6.JR柏原駅周辺の公共空間活用①②③③

7.まちかど広場の整備②①①②

8.公共空間を活用した防災機能の強化①①③

9.多様な移動手段に対応した環境の形成②

10.安全・円滑な地域交通動線の形成②③

11.学校・運動施設の利活用③③

12.商店街通りの活性化②③①③

13.滞在性向上街路空間の形成②①③①

14.地域連携型情報発信の仕組み構築①③③

社
会
実
験

ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

実現化に向けた施策・事業

■ 施策の方針（案）
■これまで実施したワークショップ・社会実験・トライアルサウンディンを踏まえて、現時点で整理し
ているまちづくり施策・事業（案）は以下のとおりです。今後、本ワークショップや関係団体等とヒ
アリング・サウンディング調査の結果を通して、多様な主体が連携した取組の推進を検討します。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査



■施策の方針（案）
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取組の状況
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■今後の産官学民によるまちづくりの推進

現 状

■この２年間、多様な関係者が関わりまちづくりの方向性が模索されました

行政 商店街

事業者

市民

地区住民
●まちづくりについて考える
●まちの空間を自ら活用する
●まちの空間を活用してもらう
●施策推進の方向性を検討する

●個別施策の方向性が
見出されてきた

今後望まれるまちづくりの進め方について【課 題】

■行政だけではなく、多様な立場の方が、まちづくりについて共に考え、
それぞれの立場で理想の暮らしの実現に向けて取り組むことが必要

成 果

●関係者がまちに
関われるきっかけが
できた
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■今後の産官学民によるまちづくりの今後の推進

今後の進め方

■産官学民がフラットな立場で参加・取組ができる環境（プラットフォーム）
を維持・拡充し、段階的なまちづくりの展開を模索します

産官連携
プロジェクト

自治会
教育機関

地域イベ
ント団体

金融機関

商業
振興会

行政商店街
事業者

公共交通
事業者

商店街
住民

観光協会 民間企業
など

市の
施策推進

学民連携
プロジェクト

エリアプラットフォーム

プラットフォームのイメージ 推進のイメージ

■施策内容への反映

■段階的な施策展開の検討

■プラットフォームの充実

■産官学民の取組を支える
方策の検討

など
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■ワークショップってなにをする？

ハード・ソフト施策に関する事項

産官学等の多様な関係者の連携（エリアマネジメント）に関する事項

■対象地区のまちづくりに必要とされる都市機能や市民目線でのアイデア
について意見を取入れること

■柏原駅東地区のほか、駅西側の地区のまちづくりに関係する主体、本地
区のまちづくりに興味をもつ個人や団体、教育機関等が連携する流れを
つくること

■共通の課題解決に向けてアイデアを出し合い、実際に社会実験などを通
して手や足、口を動かしながらお互いの考えについて学び、協働で目標
達成へ向かうこと
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■ワークショップってなにをする？

定 義

■参加者が主体的に活動する場であり、体験型の講座やグループワーク、
研究を行う
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■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

イメージ

●地区の長所・
短所を考える

●活動に使える
公共空間を共
有する

●まちの人たち
にとっての理
想の暮らし方
を思い描く

●理想の暮らし方を実現するための環境を考える

いいところ
悪いところ 理想の暮らし方

活動できる
場所

第１回 第２回 第３回

●●（理想の暮らし）

●●のある

ができる

●●な場所

広場がある

座る段差がある

屋内のバック
ヤードがある

イスがある まちの賑わいを
歩いて楽しめる にぎやかな

談笑しながらくつ
ろいでいる人たち

がみられる
静かな

●●（例：商店街の通り）で
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■柏原駅周辺まちづくりワークショップの全体イメージ

●環境をつくるための
取組を考える

第４回

・駅前広場をつくる
・公園を再整備する
・公共空間を使いやすく
するための制度を
設ける

行政が
できる
こと

社会実験で
試してみる

民間・
地域が
できる
こと

・オープンカフェを行う
・休憩用のイスと
テーブルを置く

・イベントを開催する
・空き家を活用する 等

・オープンカフェを実施
・テーブルとベンチを店前に
設置する

・マルシェを開催する
・子どもの遊び場をつくる 等

・公園をイベント広場に設える
・道路を一定期間活用できる
場所として占用する

・テーブルベンチを設置する等

●取組を見直す

●これから自分がで
きることを考える

●地区のアクション
プランを考える

●４月からの動きを
考える

第６回第５回

トライアルサウンディング

●社会実験の
実施に向けた
勉強会

行政

民間・地域

個別施策の検討

イメージ



社会実験/トライアルサウンディングの
振り返り
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■第６回ワークショップの進め方〈ワーク〉

STEP１

社会実験やトライアルサウンディングにおいて、実際に取り組ん
でみて感じたことを振り返ります。

良いところ 悪いところ

黄色の付箋 青色の付箋

使用ツール

まとめシート（A0）



施策方針図（A0）

次の1年で継続・発展させたい取組と、
自分ができること
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■第６回ワークショップの進め方〈ワーク〉

STEP２

STEP1での振り返りを踏まえ、継続・発展させたい取組について
意見を出し合います。あわせて、そうした取組に対して、自分が
どのような形で関われそうか共有してください。

継続・発展
させたい取組

自分ができる
こと

赤色の付箋 緑色の付箋

使用ツール



グループメンバーへ共有
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■第６回ワークショップの進め方〈ワーク〉

STEP３

グループ内で各自発表をしていただきます。

STEP ４ 共有・振り返り

各テーブルの代表者より発表していただきます。
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